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ミクロネ シアの国家形成 と伝統文化の復興

須藤 健一

は じめ に

 筆 者 は1974年 か ら、 ミ クロ ネ シ ア で人 類 学 の 調 査 を実施 して き た。1974年 か らの10

年 間 は 、 ミク ロネ シ アが ア メ リカ の信 託 統 治 領 か らの地 位 を離 れ て 、 ま さ に 政 治 的 独

立 を 目指 した胎 動 期 で あ った 。 筆者 が ミク ロネ シア の 人 々に 、独 立 と は何 で あ り、 自

立 とは 何 で あ り、 ア メ リカ か らの 政治 地 位 を離 れ る と言 う こ とは 自分 た ち に と って ど

ん な意 味 が あ るの か と質 問 した 。 しか し、 ほ とん どの 人 は そ の よ うな 問 い には お よそ

無 関 心 と云 うか 無 知 で あ った 。 一 方 この ミク ロネ シ アの 独 立 とい う こ と につ いて は 筆

者 な りに関 心 が あ り、議 会 の 議 員 とか 州 知 事 な ど政 治 的 リー ダ ー か ら も断 片 的 で は あ

る が情 報 を得 る こ とが で き た。 本 稿 で は 、 断 片 的 に筆 者 が 得 た 資 料 と、 自主 ・独 立 に

い た る歴 史 と、 ミク ロネ シ アの 人 々が 、 そ の 独 立 に 対 して どの よ う な考 え と意識 を持

って い たの か とい う こ と を中心 に記 述 して み た い 。

ミク ロ ネ シ アの 統 一

 ミク ロネ シ アの 人 口は 、 グ ァム 島 を 除 くと1985年 の 段 階 で約145,000人 で あ る。 そ

れ が 現 在 の と ころ4つ の 政 治 体 に分 かれ て 、1986年 の 秋 に 自治 政 府 を樹 立 して い る。

パ ラオ を除 い た他 の地 域 は 、 ア メ リカ との信 託 統 治 領 終 了 の 契 約 を終 え て い る。 ミク

                            ヒ
ロネ シア の 人 々は独 立へ 向 けて 活 動 を始 め た 当初 、 「統 一 海 洋 国 家 」 を作 ろ う と い う

動 きが 強 か った 。 しか しア メ リカの 統 治 終 了 後 、 ミク ロネ シ アの 政 治 的 地 位 に か か わ

る ア メ リカ との 交 渉 の 過程 に お い て、 統 一 国 家 構想 も 内か ら崩 壊 して 行 くと 云 う 状 況

が起 こっ た。 こ こで は まず 、統 一 国家 構 想 が 崩 壊せ ざる を得 な か つた 背 景 に つ い て 、

歴 史 的 に述 べ る こ と に しよ う。

 本稿 で あ つか う ミク ロネ シア は 、 日本 が1914年 か ら30年 間統 治 した 「南 洋 群 島 」 で

あ る 。 そ の 地域 は ドイ ヅが1899年 米 西戦 争 に よ って ス ペ イ ンか ら購 入 した地 域 、 グ ア
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ム とギ ルバ ー ト、ナ ウル を除 く ミク ロネ シ ア とい う こと に な る。 この 地 域 の ミク ロ ネ

シア の 人 た ち が 、統 一 国家 をつ くろ う.とい っ た場 合 に 、彼 らを結 び つ け る 文化 内 的要

因は 何 も無 い とい え る地 理 上 では マ リァナ 、 カ ロ リン 、 マ ー シ ャル とい う3つ の群 島

に分 か れ るが 、 カ ロ リ ン群 島 の 中 で言 語 的 には5つ の 集 団 に分 か れ 、 ミク ロネ シア 全

体 に共 通 す る言 語 は な い 。 っ ま リ ミク ロ ネ シ ァは 、 文 化 ・社 会 的 に 中心 とな る 島が な

く、 東 西4500キ ロ メー トル に渡 って 島 々が散 在 して い る地 域 で あ る とい え よ う。

 19世 紀 末 ドイ ヅ が スペ イ ンか らこの 地 域 を購 入 した こ とで 、 ドイ ッの 植 民地 に な っ

た 。 しか し、1899年 か ら1914年 ま での15年 間 の ドイ ツ統 治 期 間 中 に 、 この ミク ロ ネ シ

アの 人 々が 、 「我 々は ミク ロ ネ シ ア人 で あ る 」 とい う意 識 の も とに 統 合 さ れ る こ とは

な か った 。 ドイ ヅ は 、 マ ー シ ャル とかポ ナ ペ 、 ヤ ップ とい った 大 き な 島 には 直 接 の 行

政官 を派 遣 して 、 産 業 開 発 、 主 に コ ブ ラの 栽 培 の 経 営 を行 な った が 、 ドイ ヅの 教 育 制

度 を普 及 し、 ドイ ヅ語 を共 通 語 と して人 々 に教 え る まで には い た らな か っ た。 ミク ロ

ネ シアの 人 々が 一 つ に ま と まる よ うな 状況 に置 かれ たの は、 日本 時 代 か らで あ る。

 日本 は 「南 洋 群 島」 と い う名 の 下 に、 パ ラオ の エ ロ ール 島 に南 洋 群 島 を統 轄 す る役

所 「南 洋庁 」 を置 き 、パ ラオ 、 サ イパ ン、 ヤ ップ 、 トラ ヅク 、 ポナ ペ 、 マ ー シ ャル の

六 地 区 に支 庁 を設 置 し、 日本 語 教 育 をは じめ 行 政 、 司 法 、 医療 制 度 を確 立 した 。 日本

語 教 育 を島 の 人 々に 義 務 づ け る こと で 日本 語 が 公 用 語 とな り、 公 学 校(小 学 三 年 制)

で、 日本 人 に対 して 「我 々三等 民」 と い う形 での 、 ミク ロネ シア の 人 々 に共 属 意 識 を

つ く りあ げた の で あ る 。 さ ら に優 秀 成 績 を お さめ た 生 徒 は 、 パ ラオ の 上 級 学 校 へ 進 み

六地 区 か らの 生 徒 間 で の 交 流 が も て た 。 ま た 、 マー シ ャル か らパ ラオ 、 サ イパ ン に い

た る 島 の村 長 や しゅ う長 な どは 、 一 同 に 会 して 、 日本 語 を 公用 語 と して 、 会 議 を もつ

機 会 が あ っ た。 日本 統 治 時 代 の 特 徴 的 な こ とは 、 ミク ロ ネ シ アの 人 々 よ りも多 い 日本

人 が 、 ミク ロ ネ シ ア に移 住 して い た とい う こ とで あ る。 た とえ ば1940年 の ミク ロ ネ シ

アの 人 口は 、 島 民人 口5万 人 に対 して 、 日本 の 軍 属 を除 い た い わ ゆ る農 業 移 民 、 商 工

業 者 は8万5千 人 で あ っ た。 島 民 を上 回る 人 々が 、 ミク ロネ シア の 島 々に住 み つ い て

い たが 、1945年 の終 戦 と同 時 に 、す べ ての 日本 人 は 、 内地(日 本)へ 強 制 送 還 さ れ た 。

これ だ けの 人 口規 模 の 異 民族 が 、 長 い人 で30年 、 短 い 人 で も10数 年 住 み つ い て 、 そ こ

で 日本 人 に よる 日本 人 の た め の経 済活 動 を行 い、 そ して い っせ い に、 日本 に引 き 揚 げ

る とい う事 態 に な った 。

ミク ロネ シアの 人 に と って は 、 形 の上 で は我 々 と は違 った 生 活 を して いる 人 々が 、 い
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な くな った と 云 う こと にな る の か 、 あ るい は 、 日本 時代 の こと を知 っ てい る 人 か ら聞

くと、 日本 人の 家 庭の メ イ ドとか 、運 転 手 とか 、 商 店 の 売子 と か い う形 で 、 結 構 日本

人 社 会 に入 って い る人 も多 か った よ うで あ る。 そ うい っ た 意 味 で も、 彼 らに と つ ては 、

経 済 的 には 日本 人 の おか げ で結 構 潤 った と 云 う こ とが で き る 。

 そ の後 、 ア メ リカ は こ、の地 域 を1945年 か ら1947年 まで は 軍 制 を しき 、 そ れ 以 降 国 連

の 信 託統 治 領 と して、1980年 ま で統 治 す る こ とに な っ た。 ア メ リカ は1960年 代 か ら英

語 の 教 育制 度 や 行 政 、 立 法 、 そ して福 祉 制 度 の 整備 を進 め た。 ミク ロネ シア の 共 通 語

は 、・日本語 か ら英 語 へ と変 った の で あ る。 ミク ロネ シ ア ば、 戦 略地 区指 定 の 信 託 統 治

領 にな り、 ア フ リカの コ ン ゴ とか 、 カ メル ー ン、 パ プ ア ニ ュー ギ ニ ア な ど 一般 信 託 統

治 領 とは 違 った 性 格 を負 わ され て い た 。 ア メ リカ の 対 極 東 戦 略 構 想 、 軍 事構 想 との 関

連 で 、 この ミク ロネ シア の領 土 が 位 置 づ け られ た こ とは 、 以 後 の 独 立 交 渉 の 過程 で 、

い ろ いろ な 影 響 を及 ぼ す こと にな る 。

 1930年 代 あ る い は20年 代後 半 か ら、 ミク ロネ シ アの 人 々が 、 「我 々 ミク ロネ シア 人 」

とい う意 識 を、 日本 語 や 英 語 を公共 語 に した こ とでつ く りだ した とい う事 実 は あ る が 、

彼 らが 、彼 ら 自身の 要 望 で 、 彼 らの 側 か ら統 一 的 島世 界 に しろ、 島国 家 に しろ、 何 か

の 実 体 を作 る と い う営 み は 、 い っさ い無 か った の で あ る。

ア メ リカ 統 治

 その 後 、 ア メ リカ の統 治 後 、 ミク ロネ シ アの 島は 原 爆 の 実験 場 や水 爆 実験 場 で あ っ

た り、 ミサ イ ル 基 地 、 とい う形 で ミクロ ネ シ ア とア メ リカ との 関 係 は 続 い た 。 と ころ

が 、1960年 代 に入 り、 ア フ リカ諸 国 を始 め 、 民族 自決 に よる 独 立 運 動 が 盛 ん に な って

来 る と、 ア メ リカ は 、 そ れ を 見越 して ミク ロネ シ ア地 域 の 統 治 を、 懐 柔 政 策 に換 え た 。

た とえ ば、1965年 の 、 この ミク ロネ シア に対 す る ア メ リカ の 援 助 総 額 は 、700万 ドル

程 度 で あ っ たが 、1970年 には 、 一気 に5000万 ドル に増 加 した。 具 体 的 には ア メ リカの

行 政 官 、 医 師 、 ア メ リカの 教 育 者 の 派遣 に よる 行政 制 度 、 教 育制 度 、 医療 福 祉 制 度 を

充実 させ たの で あ る。 そ して 、 民族 自決 とい う こ との ため の 「ミク ロ ネ シ ア議 会 」 を

作 るの も 、1965年 で あ る。 この よ うな政 治 政 策 の変 更 は、 将 来 ミク ロネ シ アが 信 託 統

治領 の 地 位 を離 れ た と しても 、 ア メ リカは 、 ミク ロネ シ ア を傘 下 に置 くた め で あ っ た。

これ は、 戦 略 的領 土 と い う必 要 か らも 当然 な懐 柔 政 策 とい え よ う。
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 1970年 か ら、統 治 終 了 後 の 政 治地 位 に 関す る 交 渉 が 始 ま っ た。 その 母 体 に な っ たの

は 、 ミク ロネ シ ア と ア メ リカ の 間 で ミク ロ ネ シ ア議 会 で あ る 。 この議 会 は 、 ア メ リカ

と同 じ 二院 制 よ りな り、 各 地 区の 代 表 者(上 院)と 、 人 口割 で 選 出 され る議 員(下 院)

とい う二 院 制議 会 で、 この 中 に将 来 の地 位 を考 え る 合 同 会議 な ど を作 り、 ア メ リカ と

の 交 渉 に 当 った。 ミク ロ ネ シア 議 会 の 合 同 委 員会 の 基 本 方 針 は 、 外 国 支 配 か ら脱 皮 、

す な わ ち 、 「我 々 の領 土か ら外 国 人 は 出 て い っ て欲 しい」 とい う こ とで あ った 。 あ る

議 員は 議 会 で 、 「我 々は 、 自由 を求 め 、 自治 を求 め る 、 我 々 自身 の 言 葉 で 世 界 の 他 の

国 々 と付 きあ い 、 我 々 自身の 失 敗 を犯 した い 、 そ して 、 も しも ミク ロネ シ ア に独 立 が

急 にや って 来 た な ら、 それ は 同時 に、 我 々に 重荷 をも た らす こ と にな る だ ろ う、 我 々

は 、そ の 重 荷 に堪 え な けれ ば い けな い し、 重荷 に 耐 え る用 意 が ある 」 と演 説 して い る。

この ス ピー チ か ら我 々は 、 彼 らの 自由、 自立 に対 す る希 望 に 責任 の 重 さ を感 じと る こ

とが で き る。 彼 らは 、 リ ンカ ー ンの ア メ リカ の 独 立 の 時 の ス ピー チ を参 照 し、 「我 々

は 、 島 民の 手 に よる 、 島 民 の 為 の 国家 づ くり を 目指 す1と い う こと を、 ア メ リカの 交

渉 の 時 に 主張 す る。 つ ま りミク ロネ シアの 政 治 的 指 導 者 は 団 結 して 、 自分 た ち の 手 で

自分 た ちの 将 来の 政 治 的 状 況 を築 く_と を、 ア メ リカ との 第1回 、 第2回 な どの 交 渉

で 、 全 面 的 に要 求 す る。

 しか し、 ア メ リカ と、 将 来 の 地 位 に係 わ る第3回 目の 交 渉 が 、1971年 に開 か れ た が 、

そ の 席 で ミク ロ ネ シ ア側 は 、 「自治 の4原 則 」 を提 示 した。 つ ま り、 主 権 は ミク ロネ

シ ア人 にあ り、 自治 ま たは 独 立 につ い て は彼 らに 選択 権 が あ り、 独 自の 憲 法 を制 定 す

る 権 利 を もち 、独 立 を 目指 す が 即 座 の 独 立 は 不 可 能 な の で 、 それ ま での ステ ッ プ と し

て 、 ア メ リカ と 自 由連 合 を結 ぶ と い う 内容 で あ る 。 と ころ が ア メ リカ は 、そ の 要 求 に

対 して、 我 々が ミク ロネ シア に期 待 す る の は 自治 領 化 で あ り、 その 典 型 的 な例 が 、 プ

エ リ トリコの 地 位 で あ る 。 そ の よ う な政 治 的 地 位 を受 け入 れ る な ら、 「独 立 」 を承 認

す る と い う条 件 の も と に、 ア メ リカ側 は交 渉 を進 め た 。 ミク ロネ シア で 毎年 、 ア メ リ

カ と ミク ロネ シ アの 将 来 の 地 位 をめ ぐる 交渉 は 開か れ たが 、1971年 に 、 ア メ リカ 側 は 、

将 来 ミク ロネ シアの 領 土の なか で 、 ア メ リカ に とっ て 軍 事上 、重 要 な 島 とそ うで な い

島 と 区別 し出 した 。重 要 拠 点 は 、 マ リア ナ 、 パ ラ オ 、 マ ー シ ャル の3地 区で あ る とい

う こ とが 明 らか に な っ た。

 この 段 階 か ら、 ミク ロネ シ ア側 で 、 一緒 に統 一 して 、 ア メ リカ と交渉 に 当 る と い う

基 本 前 提 は 、 た て まえ だ け の こと と な り、 事 実 上 足 な み は 乱 れ 出 した。
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独 立への道

 重要 な 基 地 に 指定 され た 島は 、 自分 の 土地 を ア メ リカ に与 え る こ とで 、 財 政 援 助 を

有利 に 引 き 出そ う と し、基 地 を置 か な い 他 の地 域 と一 緒 に統 一 国 家 を築 く こ とは 、 不

利 で あ る と判 断 した 。 島 ごと の経 済 的 エ ゴイ ズ ムが あか らさ ま にな って き た の で あ る 。

1973年 ころか ら、 まず マ リア ナ 、サ イパ ン を 中心 と した地 域 には 、 ア メ リカ の 財 政援

助 や 、物 量 に よ る援 助 作 戦 が 展 開 され た。 フ ー ド ・ス タ ン プ(飲 料 入 手 券)と い う も

の を、 ア メ リカが 人 々 に配 付 し、 それ に よ って 缶 詰 、米 を 自由 に支 給 した。 あ る い は 、

フー ド ・ス タ ン プ をス ー パ ー マ ー ケ ヅ トに持 って 行 け ば 、 それ で食 料 を無 料 で購 入 で

き る とい った援 助政 策 を実 施 した 。 マ リアナ 、 サ イ パ ン、 テ ィニ ア ンの 人 々に 一 人 あ

た り年 間 千 数 百 ドル を 、無 償 で 贈 る とい う懐 柔 政 策 で あ った 。 ア メ リカ側 の ね らい は 、

それ ら3島 を 良 くて も グ ァム 島 と同 じ政 治 的地 位 にす る こ とに あ った 。 彼 らは 経 済 的

に 「豊 か な」 グ ァム の 人 の生 きか た を知 って る の で 、 グ アム と同 じ地 位 に なれ ば い い

とい う考 え方 をも って い た。 したが って 、 サ イ パ ン 、 テ ィニ ア ン、 ロ タは 、 自治 領 と

して1975年 に ア メ リカ との 交 渉 を終 了 した。

 そ れ 以 降 、 島 々は 、 これ か らは統 一 国家 をほ こ に して 、 ア メ リカ との 個 別 交 渉 に入

っ てい った の で あ る。 ア メ リカ は 、1973年 に は、 ミク ロネ シア側 の 出 した4原 則 の 要

求 に対 し解 答 を出 した。 それ は 、 ミク ロネ シ ア側 に、 内政 自治 権 を持 つ 程 度 の 主 権 国

家 の樹 立 は 認 め る が 、外 交権 と、 防 衛 権 は 、 ア メ リカ の 権 限 下 にあ る とい う 内容 で あ

る 。 ア メ リカ の 提 示 した 条件 に 、 ミク ロネ シア側 は反 対 し、 その 後 の 交 渉 は 長 期 化 す

る。 ミク ロネ シ ア側 も 「独 立 」 で な く 「自由連 合 」 とい う政 体 を要 求 す る よ う に な っ

た。

 1974年 に 、 ア メ リカが 、 自 由連 合 の協 定 案 とい うも の を、 提 示 した 。 これ は 、8箇

条 か らな って 、ハ ワ イの ヒ ロで 合 意 を得 たの で、 「ヒ ロの 八 原 則 」 とも よ ば れ る 。 自

由連 合 協 定 とい うの は 、協 定 の 住 民 投 票 は 、 国連 の 監 視 の 下 に 行 な う とか 、 ミク ロネ

シア側 で 憲 法 を作 っ て も い いが 協 定 に矛 盾 しな い範 囲 内で 作 って も い い とか 、 ミク ロ

ネ シ アは 内政 を行 な う権 限 を もつ とか 、 ア メ リカ は必 要 に応 じて 土 地 を測 量 す る 軍 事

施設 を建 設 す る 権 利 をも つ とか 、 ミク ロネ シア 側 は海 洋 資 源 や 外 交 に関 しては 権 利 を

持 つ ことが でき る とい った 内 容 で あ る。 この 契 約 は 、 一応15年 を期 限 とす るが 、15年
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経 っ た ら、 ど ち らか らで も廃 止 して も い い 、 しか し、 ミク ロ ネ シ ア側 が廃 止 した ら、

それ 以 降経 済援 助 を行 な わ な い と い う性 質 を持 って い る 。 ミク ロネ シア 側 に 、 憲 法 、

自治 、 外 交 権 とい うも の を認 め る けれ ど も、 軍 事 的 な 権 利 に関 して は 、 ア メ リカ が 保

持 し、15年 の 契 約 終 了 後 も ア メ リカが 必 要 を認 め れ ば 、 さ らに延 長 す る 事 が 可 能 で あ

る 。 つ ま り、 ミク ロネ シア 側 か らは 、 この 契 約 を破 棄 す る 事 は 出来 な い 点 が 、 この 自

由連 合 協 定 の 特 徴 で あ る 。 一 応 ミク ロネ シ ア側 も、 この 協 定 に合 意 した。

 ミク ロネ シア 側 は 、 独 自の 憲 法 草 案 づ く りに と りか か る。 ミクーロネ.」 ア議 会 を 中心

に統 一 国 家 の た め の 憲 法 をつ くる が 、 内 実 は 、 マー シ ャル 、 パ ラオ は 完 全 に統 一構 想

か ら、 離 脱 す る こ とが 明 らか で あ る 。 マ ー シ ャル はす で に ク ゥエ ゼ リン と い う 島 に、

ミサ イル の 迎 撃 地 や 実 験 場 が あ り、 借 地 料 で900万 ドル 位 の 収 入 が 見 込 め る 。 そ れ を

基 礎 に して、 さ らに 、 ア メ リカの 援 助 を取れ ば 、他 の 島 じま と一緒 に 国 家 をつ くる こ

との 利 益 は な い と い う立 場 を と った 。 パ ラオ も 、 フ ィ リ ピ ンの 米 軍 基地 使 用 が 不可 能

に な っ た場 合 に、 サ イパ ン、 グ アム 、 パ ラオ の ラ イ ン を極 東 防衛 の基 地 にす る とい う

ア メ リカ の 軍 事構 想上 、重 要 地 で あ り、 基 地 建 設 とひ き か え にア メ リカ か ら経 済 援助

をひ き だせ る と い う考 え を前 面 に 出す 。 そ の うえ 、 パ ラ オ は 観 光 開 発 で 自立 で き る し、

その 当 時 、 日本 の 企業 が 大 き な石 油 備 蓄 基 地 をパ ラオ に 作 る とい う話 が あ っ て 、財 政

の収 入 見通 しが 明 る い とい う ことで 、 統 一 国 家 構 想 か ら離れ る こと をほ の め か して い

た。 パ ラ オ 、 マ ー シ ャル の 離脱 は 、 明 らか にな って き て い た 。1978年 の 七 月 に、 「ミ

ク ロ ネ シア連 邦 憲 法 」 は 、 そ の承 認 をめ ぐって 住 民 投 票 にか け られ た 。`之の 憲 法 を承

認す る 人 が 過 半 数 を越 え る地 区 は 、 いわ ゆる 統 一 国 家 構 想 を支 持 す る こ と にな る 。 選

挙の 結 果 、 パ ラ オ と マ ー シ ャル は ノ ー 、 それ 以 外 の ヤ ッ プ、 トラ ッ ク、 ポ ナ ペ 、 コシ

ャエ は イ エ ス の 意 思 表 示 を した 。 ア メ リカ に と って 、 軍 事 基 地 と して の 使 用 価 値 の 低

い地 域 は 、 イ エ ス とい う こ と にな り、 この 投 票 で 、 ミク ロネ シ アは4つ の 政 体 の 異 な

る 国 に分 裂 した の で あ る 。 パ ラオ とマー シ ャル は 、 独 自 に、 また 新 た な 憲 法 を作 り直

して 、 それ を住 民 投 票 に か け 、 ア メ リカ との 個 別 的 な 交 渉 で 自由連 合 協 定 を、 サ イ ン

す る とい う別 の 道 だ 。 そ の4つ の 国 は 、北 マ リアナ 連 邦 、 パ ラオ 共 和 国 、 ミク ロネ シ

ア連 邦 、 マ ー シ ャル 共 和 国 で あ る 。

独立後の国家展望
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 産業 基 盤 が 整 備 され て いな い ミク ロネ シ アの 国 々の 将 来 的 展 望 は、 外 国か らの 援 助

に大 き く依 存 せ ざろ うえ ない 。 そ の こと は、 政 治 的 指 導 者 も 認 め る点 で あ る 。 ミク ロ

ネ シア連 邦 の トラ ック州 や ヤ ッ プ州 、パ ラ オ共 和 国 の 知 事 や 議 員 と話 して い る と、 彼

らは 、我 々は 日本 およ び ア メ リカ に統治 され て きた 統 治 国 で あ り、統 治終 了 後 に 当 り、

我 々が 、独 り立 ち で きる ま で、 統 治 国 が 我 々の 面倒 を見 る 責 任 が あ る ん だ とい う言 い

方 をす る 。 自分 たち は 、 どの よ うな 経 済 計 画 に基 づ い て国 家 建 設 をす る の か 、 と い う

具 体 案 を提 示す る よ りも 、 常 に財 政 的 な 基 盤 をよ り有 利 に ア メ リカ や 、 日本 か ら得 る

こ とが 第 一の 目的 にな って来 て い る よ うな 印 象 をう け る。 これ は ア メ リカ との 交 渉 に

お いて もつね に 、 よ り多 くの 援助 を得 る には 、 どの よ うな 交渉 をす る の が有 利 か 、 と

い う動 きが み られ る。 ア メ リカ の財 政 援 助 をあ て に した 国 家作 りと い う意 味 で、 「棚

ぼ た国 家 」 とい う こと もで き よ う。

 パ ラオ は1978年 か ら憲 法 作 成 に と りかか り、1979年 に住 民 投 票 に よ っ て憲 法 を承 認

して完 全 な、 自治 制 を樹 立 した 。 こ こに 「パ ラオ 共 和 国 」 が 誕 生 した の で あ る。 パ ラ

オ憲 法 は世 界 で 初 め て 「非核 憲 法 」 とい う性 格 を もっ 点 で 注 目さ れ る 。 憲 法の 第13条 、

第6項 に戦 争 を 目的 とす る核 、 科 学 、 ガ ス 、 あ る い は生 物 兵 器 と原 子 力 施設 、 そ こか

ら生 じる廃 棄 物 な ど有 毒 物質 は、 国 民 の4分 の3以 上 の 承 認 が 無 い 場 合 に は 、 パ ラオ

領 内で 、 実験 、使 用 、 貯 蔵 、廃 棄 を認 め な い とい う こと う た い、 群 島 領 域 の200マ イ

ル の 両 域 内 への 、 こうい うも の を もち こん だ船 の 寄港 を禁 止 して いる 。 しか し、 この

憲 法 は ア メ リカ との 自由連 合 協定 に違 反 す る こ とに な る 。 この違 反 を修 正 す る た め に

憲 法 改 正 案 を提 示 し住 民 投 票 に か け たが 、 パ ラオ の 人 々 は 、80%と い う圧 倒 的多 数 で 、

改 正案 を否 決 して 、 非核 憲 法 保 存 を支 持 した 。

 ・:1年 には2回 に わ た って 憲 法 改 正の 住 民 投 票 が 実 施 さ れ た が 、2回 と も圧 倒 的 に

否 決 され た。 そ して1981年 には 、 そ の憲 法 に基 づ いて 、 大 統 領 や議 員選 出 の 選 挙 が 実
                               ぞ

施 され た。 この 選 挙 に は 、憲 法 の 起 草 委 員(32人)の な か か ら複 数 の 大 統 領 候 補 が 立

候 補 した。 この ことは 、起 草 メ ンバ ー 全 員 が意 志 統 一 して 、 非 核 憲 法 を起 草 した の で

は ない こ とを物 語 って い る。

 初 代 大統 領 は 、 この 起 草委 員の 議 長 をつ とめ て い たが 、 選 挙 以 前 に ア メ リカ との あ

い だ で 、憲 法改 正 につ い て個 人 的 な密 約 を結 ん で い た とい う ことが 、 当選 後 判 明 し、

大 統 領 の 主 導権 が無 くな って 、結 局 暗 殺 され た とい う事件 が 起 こ る。 そ の 後 、2代 目

の大 統 領 が 選 ば れ た が 、 ア メ リカ は 、憲 法 を改 正 され な い 限 り、パ ラオ の 土 地 を使 え
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な い とい う こ と で、 さ らに莫 大 な 援助 資 金 に よ って パ ラオ の 人 々の 心 を掴 む 懐 柔作 戦

に 出 た。 例 え ば 、今 コ ロー ル にあ る 首都 移 転 の ため に、 核 持 ち 込 み の 住 民 投 票 の 賛 成

票 を4分 の3か ら、2分 の1に 引 下 げれ ば、2億5千 万 ドル とか 、3億 ドル の 援 助 を

す る し、 道 路 、 上 下水 道 、住 宅 建 設 な どに も援 助 す る と い う計 画 を 明 らか に した 。2

分 の1に 引 下 げ る選 挙 は、 現 在 まで に、 五 回行 なわ れ たが 、 改 正 され て い な い。 ア メ

リカ 側 の 政 策 に 協 力 的 で あ っ た二 代 目の 大統 領 も 、 昨年 、 ア メ リカ とパ ラ オ住 民 の 板

ば さみ に合 い 自殺 して しま っ た。 この よ うな 状 況 でパ ラ オ は 、現 在 に お い て も 、 ア メ

リカ との あ い だ に 自 由連 合 協 定 の 契 約 を まだ 結 ん で い な い。

 パ ラオ の 人 々が 、 非 核 憲 法 の改 正 に反 対 す る とい う こ との根 底 に は 、 過 去 の戦 争 と

植 民 地 の 経 験 が あ る 。 ペ リ リ ュー 島 と、 ア ンガ ウル 島 で の 日米 軍 の 戦 い に よ って 二 つ

の 島は 焼 土 と化 した 。 ア メ リカ が基 地 や 軍 港 を作 る の は 、 ア メ リカ が 、 パ ラオ を守 る

ため では な い、 他 の 国 の 人 の 戦 争 に 巻 き込 まれ る の は 、 ごめ ん だ 、 とい う考 え をも つ

人 々が 多 くいる 。 また 、 お金 の た め に 土地 を貸 して しま う と、 これ は も う取 られ た の

と 同 じで、 返 っ て こ な いん だ か ら、我 々は 、 反 対 す るん だ とい うの が 、 最 後 まで 、 非

核 憲 法賛 成 す る人 の 意 見 であ るu一 方 、憲 法改 正 の 賛 成 派 は 、 きれ い ご と言 って も、

財 政援 助 が 無 けれ ば 、我 々は 、 食 べ て行 かれ な い と い う現 実 的 な 意 見 を ロにす る 。 い

ずれ にせ よ 、パ ラ オ は今 後 、 どの よ うな 道 を選 ぶ か 、 つ ま り、 ア メ リカ の要 求 を受 け

入れ るの か 、 非核 憲 法 を支 持 し続 け る の か 、 大 き な 問題 をか か え こん で い る 。

伝統文化 の再考

ミク ロネ シア の 国 家 形 成 に お い て 、指 導 的 役 割 を担 っで い る の は 、 ア メ リカ 世代 、 す

な わ ち ア メ リカ の カ ル フ ォル ニ アや ハ ワ イの 大 学 で 行 政 学 、 政 治 学 の 学 士 、 修 士 を終

え た 若 きエ リー トた ち で あ る。 それ と 日本 世 代 、 日本 時 代 に 教 育 を うけ た 人 、 っ ま り、

長 老 層 との あ いだ に大 きな 考 え の違 いが 見 られ る 。 憲 法 には 、 伝 統 文 化 や 伝 統 的 政 治

組 織 を尊 重 し、 認 め る と を うた って あ る。 た とえ ば 、 ミク ロネ シ ア連 邦 の 、 ヤ ップ 州

では しゅ う長 会 議 が 議 会 の 決 定 事項 に 対 して、 拒 否 権 を発 動 す る 権 利 を も って い る 、

しか し、近 年 に な っ てそ れ が 骨 抜 き に され て来 て い る こと に対 す る、 しゅ う長 側 の 反

発 が 強 ま っ て い る。 ヤ ッ プ州 は 、 他 の地 域 と 比べ て、 い ま だ に しゅ う長 の 力が 強 く、

州 知 事 にな る に も 、 し ゅう長 会 議 が 推 薦 した 人 で な い と、知 事 に なれ な い と いわ れ て
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い る。 と ころが 、2代 目の知 事が しゅ う長 か ら選 ばれ た に も か かわ らず 、 州 しゅ う長

会議 の 意 見 を無 視 して 政 策 を進 め る こ とが 多 くな っ た ため に 、知 事や 議 会 側 と しゅ う

長 会議 側 との 間 で、 軋 礫 が 起 き て いる 。

 この よ うな現 象 は、 政 治 レベ ル だ け で な く、 一 般 の レベ ル で も 見 られ る 。英 語 を話

せ ず 日本 語 だ け しか しゃべ れ な い 、50代 、60代 以 上 の 人 々は 、 国 作 り とか 、 ア メ リカ

との 交 渉 に 関 して 、発 言 す る こ とが で きな い とい う よ うな 意 識 をも つ て い る。 ま た 、

子 ども との 間 で も 、年 輩 の 人 々は 自分 の 考 え は 、 も う子 ども は 聞 い て くれ な い と感 じ

てい る 。 家 庭 生 活 レベル に おい て も 、 日本 世 代 と ア メ リカ 世 代 の ギ ャ ップ が は っ き り

出て きて い る 。 この よ う に しゅ う長 と新 しい政 治 的 指 導 者 の 対 立 、 年 輩 者 と若 者 との

意 識 の 差 な ど に よ って 、国 家 建 設 や 将 来の ビジ ョン と い っ た局 面 で も、 一 般 大 衆 と関

係 な く一 部 の 指 導 者 に よ っ て進 め られ て い るの で あ る 。 た と えば 、 州 予 算 が い く らで

何 に使 用 す る か は 議 会 で 討議 され た と して も 、 実 際 に 使用 され る段 階 に な る と 不 明瞭

にな る 。離 島の 岸 壁 を直 す 金 が 、 ラ ジオ の 発 表 で は 、3万 ドル だ っ た と言 っ て も 、物

資 に な っ て来 るの は 、8000ド ル 分 しか なか った 。 残 りは ど こか で 不 明 に な って い る こ

とが あ る 。

 トラ ック州 の場 合 は、 知 事 と、 商人 と、 パ ブ リッ ク ワー ク(公 共 事 業 を行 な う事 務

局)の 責 任 者 が結 束 して、 高 額 の 政府 予 算 の使 途 不 明金 を だ して、CIAの 追 及 を う

けた 事 件 が 起 き た 。現 在 その 知 事 は 、 裁 判 の結 果 月 々 二万 ドル く らいの 弁 償 金 を払 わ

され て い る 。 つ ま り、 一般 の 人 々は 、 国 家 予 算 が い く らで 、 それ が どの よ う に配 分 さ

れ るか と い った こ と につ い て 、無 関 心 とい うか 、 政府 側 か ら知 らされ て い な い とい っ

た 事 態が 多 く起 こ っ てい る の で あ る。 そ うな って 来 る と、 離 島 に住 む人 々 に と っ て は 、

国 が 新 しくな っ て も 、我 々の 島 は 、何 も変 らな い と思 う し、 何 の た めの 独 立 で あ った

の か 、 疑 問 をい だ くよ う にな る 。 した が っ て、 国 作 りは 一 部 の リー ダ ー との ア メ リカ

交 渉 に おい て 、 ミク ロネ シ アの 現 代 的 地位 は決 定 され て きた とぎ う こ とが で きる 。

 と ころ が 、 ニ ュー リー ダー で あ って も 、 どう い うわ けか 非 常 に伝 統 を重 視 して い る。

この 伝 統 を、 ミク ロネ シア では 「カ ル チ ャー 」 と言 う。 た と え ば 、 ヤ ップ州 の政 策 目

標 な ど を見 る と、 政 策 目標 が5つ 書 か れ る とす る と、 そ の 中 に2つ は 必 ず伝 統 と云 う

ことが と りあ げ られ る 。 具 体 的 に は 、外 部 か らの 援 助 金 を受 取 る こ とな く、 ヤ ップ の

人 々が支 え て き た経 済 規 模 の 範 囲 内 で政 治 機 構 を創 生 させ る とか 、 ヤ ップ社 会 の伝 統

に対 応 した社 会 、 文化 的 価 値 観 を掘 り起 こす と い う 内容 で 、 ヤ ップ 州 の 政 策 目標 の 中
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に 文章 化 され て い る。 ま た、 教 育 の 中 にも 、 学校 教 育 の役 割 の 箇 所 に、 伝 統 文 化 の 要

素 を保 存 し、 大 切 に育 て 、 その 価 値 を認 め 、 尊 重 す る こと を提 示 して い る。 学 校 教 育

は 、外 国の 文化 と の 接触 を重 視 はす るが 、 伝 統 文 化 全 て を外 来 文化 に 置 き 換 え る こ と

は 、 あ っ て は な らず 、 両 文化 の均 衡 の とれ た 、 融 和 を図 る こ と を 目的 と して い る 。 ヤ

ップ の 教 育 五 ヵ年 計 画 の 中 に、 伝統 を重 視 す る こ とが うた わ れ て い る 。 実 際 にカ リキ

ュラ ム の 中 に 、 カ ル チ ャー を組 み こん で い る。 小 、 中、 高 校 で は 、 週 に二 時 間 、 カ リ

キ ュ ラム 伝 統 の 躍 り、 カ ヌ ー の 作 り方 、 コ コ ヤ シの 縄 の な いか た な ど を、 長 老 を先 生

と して 、 (生 徒 の 人 数 に依 って も違 うが)授 業 を 開 い て い る。 ま た、 ラ ジオ 番 組 の 中

で も、1週 間 に30分 番 組 を4枠 ぐ らい 、 ヤ ップ の長 老 の イ ン タ ビュー とか 、 あ る い は 、

ヤ ッ プの 伝 統 的 な 歌 を流 す とか い う よ うな も の を取 込 ん で い て 、伝 統 文化 を見 直す よ

うに して い る。 実 際 に は 、伝 統 文化 が 、 若 い 世 代 に受継 が れ て い る か とい う と、必 ず

しも そ う と は い い きれ な い 。 た と えば 、 長 老 に して も 、 授 業 で あ っ て も 、気 が 向 け ば

い く し、 気 が 向 か な け れ ば い か な い とか 、 教 え る 側 に情 熱 が み られ な い こ とも あ る 。

他 方 、子 ど も た ち に と って み れ ば 、今 更 カ ル チ ャー と い って も 意 味 が 無 い こ とも あ る。

た とえ ば 、 家 の 作 り方 に して も 、 昔 の様 に、 ロー プ で作 りな さい とい わ れ て も 、 それ

よ りは 、 店 で 釘 や 金 具 を買 って 来 て作 っ た方 が 簡 単 だか らで あ る 。 い ず れ にせ よ 、 若

い 人 々 に と って は 、 意 味が な くて も 、教 育長 や 学 校 の 教 師 は 、 伝 統 とい う もの を組 み

こん で い こ う とす る熱 意 が み られ る 。

 カル チ ャー ビ レッ ジ(文 化 村)や 、 博 物館 づ く りや 伝統 的 フ ァッ シ ョン シ ョー な ど

の 催 しも実 施 され て い る。 ヤ ップ 州 で は 長老 の人 とペ ア に な っ て 、 昔の 集 会 所 を建 て 、

そ こ に伝 統 的 な 道 具 や 衣 服 な ど を、 展 示 す る よ うな 運 動 を進 め て い る 。 マ ー シ ャル 共

和 国 は 、 我 々の 過 去 を知 る ため に、 生 活 資 料 を展 示 す る博 物 館 を作 っ て い る。 フ ァ ッ

シ ョン シ ョー は 、 ヤ ッ プ州 で 、毎 年 ヤ ッ プ ・デ ー とい う 日 を設 け 、 この 日に 、外 か ら

入 った 物 を一 切 排 除 して 、 島 に あ る物 だ け、 例 え ば 、 伝統 的 な衣 裳 を ど こま で 完壁 に

復 元 しう るか と い う こ とで 、 男性 女 性 で コ ンテ ス トを行 な う。 最 も 伝 統 的 な 身 体 装 飾

を した者 には 、500ド ル く らい の 賞 金 が 出 る。 この 催 しを企 画 、 実 行 す る の は 、 しゅ

う長会 議 で あ る 。 しゅ う長 た ち は3ヵ 月 く らい か けて 、 今 年 は ど うい う 内容 の 催 しも

の にす る か を決 め 、 実 行 委 員 に命 令 す る。 パ ラオ で は 、 昭 和 の 始 め まで 、 人 々が 住 ん

で い た 村 を復 元 させ る 計 画 が あ る 。村 は 元来 、 山の 中腹 にあ った が 、 日本 時 代 に海 岸

地 域 に移 住 した 。 そ の た め に、 廃村 に な っ た 中腹 の 村 を復 元 して 、 ナ シ ョナ ル パ ー ク
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にす る とい う 計画 であ る 。 それ は、 ア メ リカ か ら、 首都 移 転 の 援 助 金 の 一 部 を融 資 し

て、 ナ シ ョナル パ ー ク を作 る とい う こ とで 、 「我 々の パ ラオ の 本 来 の 姿 を も う一 度 み

つ め 直 す 」 とい う考 えが 、 そ の背 景 にあ る 。

 以 上 で 見 た よ うに、 伝 統 文 化 を見 直す こ と無 く して 、 国作 りは な い と い う く らい に、

ヤ ッ プ、 パ ラ オ 、 マー シ ャ,ルな どで は、 い くつ か の 事業 が、 実 行 され て い る こ と が指

摘 で きる 。 こ こで 注 目され る の は 、 国家 形 成 とい う近代 化 とと も に、 自 らの 伝 統 文化

を見 直す とい う気 運 の 高 ま りで あ る 。 一 一 一 一 一 一一 船 長の 話 をき き ます と 、普 通 そ

うい うの は 、 警 告 で 終 わ るん だけ れ ども、 その とき は 、 港 ま で 来 る よ う に 指 令 さ れ て 、

港 へ来 て、 裁 判 にか か った ら、 結 局 全部 没 収 。 彼 らが 、 そ の船 を漁 業 の 為 に 生 か す

の な らば 、 い いん だ け れ ど も 、 そ うで は な くて、 そ の ま ま港 に つ な い で お い て しま う

とい う。 あ る い は 、 給油 に 、そ の 代 わ り、罰 金 が 数 億 く らい 課 せ られ る 訳 で す 。

トラ ック な どで も、 給 油 の為 に、 漁 船 が 入 っ て来 て 、 港 へ 入 れ な い の で 、 沖 で船 待 ち

して い る 間 に、 船 員 が 、 魚釣 りを して い る の を見 つ か って 、 違 反 だ 、 とい うか た ち で 、

300万 の 罰 金 を と った訳 です 。  国 際法 が 出来 る と、今 度 は 、 それ を た て に と っ て 、

お金 を とる と云 う ことは 、 ミク ロ ネ シ アの ア メ リカ との 交 渉 の 一 貫 と して も そ う なの

です が 、 非 常 に 、外 国か ら援 助 を求め た り、 金 をと る と い う こ と に対 す る 、 しつ よ う

な まで の 要望 と 云 うの が 、 彼 らに 見 られ る 訳 で 、 その 国作 りを見 てい ます と、 自 己努

力が 無 くて も 、 国 は作 られ る 物 だ と云 う こ と を感 じます 。 1984、5年 代 も、 私 は 、 ト

ラ ッ クな どに い ま して 、 日本 が 、 自治 政 府 を樹 立 してか ら、毎 年 、2億 円だ 、3億 円

の援 助 を して い る訳 です 。 そ れ は 、 当時 の ガ バ ナ ー が 、 その お金 を基 にv我 々 は 、

缶 詰 を買 って い る の で 、 自分 た ち で 、缶 詰 を作れ る だ け の 工場 を作 りた いの で、 その

為 の 港 と、 缶 詰 工 場 を作 る とい うの で、 日本 か ら専 門 家 を 呼ん で 、敷 地 を決 め て 、 プ

ラ ンニ ン グ をや った の です 。  と ころが 、 日本 か ら来 た 専 門 家 が、2ヵ 月 く らい調

査 をや っ て いる ん で す けれ ど も、 辞 め て しま うの で す。 ど う して辞 め たか と 云 うと 、

漁 船 が 、3艘 く らい あ るん です が 、取 りに行 って 、 夕 方帰 っ て来 る と 、陸 揚 げす るの

です が 、 陸揚 げす る の が、5分 の1し か な くて 、残 りの5分 の4は 、 全 部 、 船 倉 に 隠

して お い て、 夜 にな った ら、 乗 組 員 が来 て 、 そ の 魚 を 自分 の う ち に持 っ て帰 る と 云 う

訳 で、 どん な に立 派 な 工場 を作 って も、 運 営 で き な い か ら、 と い う こ とで 、 そ の 計 画

を没 にす る と云 う こ とに な って 、 現在 も実 現 して い ませ ん 。 そ う云 う こ とで 、 ミク

ロネ シ アの 置 か れ た 、 状況 と 云 うの は 、 島 も小 さい し、 人 口も 少 な い し、今 、何 か産
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業 に投 資 す る に して も、 魅 力の な い 島 な の です が 、 そ れ に対 して 、 彼 らは 、 これ が 結

構 、 上 層 部 の 方 に も あ る し、 我 々は 、 高級 の局 長 と も話 をす る ん です が 、 日本 が 、 弁

償 が な さ 過 ぎ る と 云 う こと を我 々 にも 云 う く らい、 と にか く、 我 々 は、 戦 争 の 賠 償 と

か 、 援 助 に よ っ て 、独 立 ま では い くん だ 、 と言 っ て い ます が 、 独 立 後 、何 をす るの か 、

と い う見 通 しは 無 い よ うです 。 それ で 、 棚 ぼ た 国家 と言 う こと です 。
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